
(57)【要約】

【課題】　　アクチュエータ部材と出口部材とを結ぶ接

続手段が、出口部材に、力や感知しうるような動きを伝

達することのないようにし、かつ限られた容積の装置内

にも設置しうるようにする。

【解決手段】　　貯留槽２と、この貯留槽から延出して

いるアクチュエータ部材７，９，19を備え、かつ貯留槽

の壁体４上に支持された放出アセンブリ５と、接続手段

23,3131とを具備する流動性または半流動性製品の保管

兼放出装置であって、アクチュエータ部材は、垂直な作

動方向に移動することができ、接続手段は、アクチュエ

ータ部材に接続された第１の端部手段23と、出口部材24

,29に接続された第２の端部手段30とを備え、かつ所定

量の製品を、出口部材まで導くよう、これら２つの端部

手段の間の部分で変形することができる。本発明の特徴

は、接続手段が、一方の端部手段から他方の端部手段へ

、アクチュエータ部材と出口部材とを直線的に結ぶ垂直

で平らなバンド状の領域Ｂから、迂回するように向かう

ことにある。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 貯 留 槽 (２ )(102)と 、 こ の 貯 留 槽 か ら 延 出 し て い る ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 (７ )(９ )(19)(10
7)(109)(117)を 備 え 、 か つ 貯 留 槽 の 壁 体 (４ )(104)上 に 支 持 さ れ た 放 出 ア セ ン ブ リ (５ )(10
5)と 、 接 続 手 段 (23)(31)(30)(123)(131)と を 具 備 す る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼
放 出 装 置 (１ )(100)で あ っ て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 前 記 貯 留 槽 か ら 所 定 量 の 製 品
を 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 内 の 通 路 (45)を 通 じ て 放 出 さ せ る た め に 垂 直 な 作 動 方 向 (Ｚ
方 向 )に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 に 接 続 さ れ た
第 １ の 端 部 手 段 (23)と 、 出 口 部 材 (24)(29)に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 部 手 段 (30)と を 備 え 、 か
つ 前 記 所 定 量 の 製 品 を 、 前 記 出 口 部 材 に 大 き な 力 を 伝 達 す る こ と な く 、 こ の 出 口 部 材 ま で
導 く よ う 、 少 な く と も こ れ ら ２ つ の 端 部 手 段 の 間 の 部 分 で 変 形 す る こ と が で き 、 こ の 出 口
部 材 は 、 前 記 貯 留 槽 に 固 着 さ れ 、 前 記 所 定 量 の 製 品 を 放 出 し う る 開 口 を 有 す る よ う に な っ
て い る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 (７ )(９ )(19)(107)(109)(117)と 前 記 出 口 部
材 (24)(29)と を 直 線 的 に 結 ぶ 垂 直 で 平 ら な バ ン ド 状 の 領 域 (Ｂ )か ら 、 迂 回 す る よ う に 向 か
っ て い る こ と を 特 徴 と す る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ (31)(131)か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 (７ )(107)と 出 口 部 材 (24)(29)の 少 な く と も
一 方 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 気 密 に 連 結 さ れ う る 少 な く と も １ つ の 雄 ま た
は 雌 の コ ネ ク タ (23)(30)を 含 み 、 こ の コ ネ ク タ は 、 前 記 バ ン ド 状 の 領 域 (Ｂ )を 含 む 垂 直 面
(Ｐ )と 一 定 の 角 度 を な す 方 向 を 向 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 前 記 垂 直 面 (Ｐ )と な す 角 度 は 、 ３ ０ ° よ り も 大 き く 、 概 ね ９ ０ ° で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 第 １ の 端 部 手 段 か ら 第 ２ の 端 部 手 段 に 向 か っ て 、 前 記 垂 直 面 (Ｐ )の 一
方 の 側 に お い て の み 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼
放 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 続 手 段 に お け る 少 な く と も 一 方 の 端 部 手 段 (23)は 、 他 方 の 端 部 手 段 (30)か ら 遠 ざ
か る 方 向 を 向 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 貯 留 槽 (２ )(102)の 水 平 断 面 は 、 全 体 と し て 非 円 形 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 貯 留 槽 (２ )(102)の 水 平 断 面 は 、 前 記 垂 直 面 (Ｐ )と 概 ね 直 交 す る 方 向 に お い て 最 大
の 寸 法 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 剛 質 の キ ャ ッ プ (10)(11)(12)(111)(112)が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 前 記 接 続 手 段 を
、 前 記 放 出 ア セ ン ブ リ (５ )(105)を 支 持 す る 貯 留 槽 の 壁 体 (４ )(104)と こ の キ ャ ッ プ の 壁 体
(12)(112)と の 間 で 包 囲 す る よ う 、 貯 留 槽 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部
材 (７ )(107)は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 壁 体 (12)(112)を 通 じ て 垂 直 方 向 に 案 内 さ れ つ つ 移 動 す る
プ ッ シ ュ ボ タ ン (17)(117)を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載
の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 前 記 プ ッ シ ュ ボ タ ン (17)(117)は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 外 側 か ら ア ク セ ス し う る 押 圧 面 を 有
し 、 こ の 押 圧 面 は 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン が 休 止 位 置 に あ る と き 、 概 ね 、 キ ャ ッ プ の 外 表 面 と 共
面 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 中 空 の ポ ン プ ロ ッ ド (107)と 、 こ の ポ ン プ ロ ッ ド (107)お よ
び ブ ッ シ ュ ボ タ ン (117)の 間 に 取 り 付 け ら れ た 、 押 圧 力 伝 達 用 の ロ ッ ド (109)と を 備 え 、 前
記 キ ャ ッ プ (112)と 前 記 貯 留 槽 の 壁 体 (104)と の 間 に は 中 間 壁 (44)が 設 け ら れ 、 前 記 ロ ッ ド
(109)は 、 こ の 中 間 壁 (44)を 通 じ て 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ 記 載
の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 出 口 部 材 は 、 前 記 キ ャ ッ プ (11)(111)に 固 定 さ れ た ノ ズ ル 支 持 体 (24)と 、 こ の ノ ズ
ル 支 持 体 (24)に 固 定 さ れ た ス プ レ ー ノ ズ ル (29)と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 貯 留 槽 と 、 こ の 貯 留 槽 か ら 突 出 し た ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 を 備 え 、 か つ こ の 貯
留 槽 の 壁 体 に 接 続 さ れ て い る 放 出 ア セ ン ブ リ と 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 接 続 さ れ た 第
１ の 端 部 、 お よ び 前 記 貯 留 槽 に 固 定 さ れ 、 こ の 貯 留 槽 か ら 流 動 性 製 品 ま た は 半 流 動 性 製 品
を 放 出 し う る 開 口 を 備 え て い る 出 口 部 材 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 部 を 有 す る 接 続 手 段 と を 備
え る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 を 取 り 出 す 方 向 （ 垂 直 方 向 ） に
動 か す こ と が で き 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 内 に 形 成 さ れ た 通 路 を 介 し て 、 製 品 を 前 記 貯
留 槽 か ら 放 出 し う る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 出 口 部 材 に 大 き な 力
を 伝 達 す る こ と な く 、 製 品 を こ の 出 口 部 材 ま で 導 き う る よ う に 、 前 記 両 端 部 間 の 少 な く と
も 一 部 に わ た っ て 変 形 し う る よ う に な っ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す で に 公 知 と な っ て い る こ の 種 の 装 置 に お い て は 、 通 常 、 放 出 ア セ ン ブ リ は 、 非 加 圧 式
の 貯 留 槽 を 用 い る 場 合 に は 手 動 の ポ ン プ 、 加 圧 式 の 貯 留 槽 を 用 い る 場 合 に は バ ル ブ で あ る
。 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 中 空 の ポ ン プ ロ ッ ド 、 ま た は ブ ッ シ ュ ボ タ ン が 上 部 に 取
り 付 け ら れ た バ ル ブ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の 装 置 は 、 出 口 部 材 が 貯 留 槽 に 固 定 さ れ て お り 、 か つ 出 口 部 材 に 、 こ れ を 動 か す
ほ ど の 大 き な 力 が 伝 達 さ れ る こ と が な い た め 、 貯 留 槽 内 の 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 を 、
所 望 の 箇 所 に お い て 、 所 望 の 方 向 に 正 確 に 取 り 出 す こ と が で き る 。 こ の 種 の 装 置 は 、 化 粧
料 、 薬 剤 等 の 製 品 を 取 り 出 す た め に 用 い ら れ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 種 の 装 置 に 対 し て は 、 以 前 か ら 、 変 形 可 能 な 部 品 が 、 材 料 の 疲 労 と 、 早 期 の 経 年 劣
化 に つ な が る 局 所 的 な 過 度 の 変 形 を 受 け る こ と の な い よ う 、 接 続 手 段 が 十 分 な 長 さ を 有 す
る よ う に し 、 か つ 接 続 手 段 の 剛 性 を 和 ら げ て ほ し い と の 要 望 が あ り 、 こ の 要 望 に 対 し て は
、 種 々 の 対 策 が 提 案 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に お い て は 、 ポ ン プ を 、 ス プ レ ー ノ ズ ル か ら 離 れ る 方 向 に 動 か し う る よ う 、
ポ ン プ の 位 置 を 、 貯 留 槽 の 回 転 軸 か ら ず ら し 、 こ れ に 伴 っ て 、 ポ ン プ と ス プ レ ー ノ ズ ル と
を つ な ぐ 可 撓 性 連 結 部 材 を 長 く し た 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 提 案 は 、 ポ ン プ
と ス プ レ ー ノ ズ ル 間 の 距 離 が 十 分 に 長 い 装 置 を 予 定 し た も の で 、 特 定 の 形 状 を 有 す る 装 置
の 場 合 に は 、 採 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 特 許 文 献 ２ に お い て は 、 ポ ン プ ロ ッ ド を ス プ レ ー ノ ズ ル に 接 続 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 、
ポ ン プ ロ ッ ド の 周 り で 巻 回 す る こ と に よ っ て 、 長 く し た 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 特 許
文 献 に 記 載 さ れ た 装 置 に お い て は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ は 、 ま ず ポ ン プ ロ ッ ド か ら ス プ レ ー ノ
ズ ル に 向 か い 、 つ い で 、 横 方 向 に 向 き を 変 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 欠 点 は 、 ポ ン プ ロ ッ ド と ス プ レ ー ノ ズ ル の 間 に 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 配 置
す る た め に 、 か な り の ス ペ ー ス が 必 要 に な る こ と で あ る 。 ま た 、 ポ ン プ ロ ッ ド と ス プ レ ー
ノ ズ ル 間 の 水 平 距 離 が 非 常 に 短 い 特 定 の 形 状 の 装 置 に お い て は 、 前 記 特 許 文 献 １ の 提 案 と
同 様 に 、 採 用 す る こ と が で き な い 。 実 際 、 こ の 構 成 に お い て は 、 製 品 を 放 出 さ せ る た め の
圧 力 が 許 容 し え な い 程 度 に ま で 低 下 す る か 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ に よ じ れ の お そ れ が 生 じ る ま
で 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 巻 回 す る 際 の 曲 率 を 大 き く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ３ に お い て は 、 ス プ レ ー ノ ズ ル の 位 置 を 、 バ ル ブ 棒 か ら 垂 直 方 向 に 所 定 の 距 離
だ け 高 く す る 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 構 成 で は 、 貯 留 槽 の 上 方 の 部 分 が 大 型
化 す る た め 、 装 置 の 全 体 的 な 容 積 が 決 め ら れ て い る な か で は 、 貯 留 槽 の 容 積 を 制 限 せ ざ る
を 得 な い と い う 欠 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 フ ラ ン ス 国 特 許 第 ２ ７ ６ ７ ７ ９ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ３ ６ ４ ０ ２ ７ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ３ １ ８ ９ ２ ３ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 装 置 に み ら れ る 欠 点 の 少 な く と も い く つ か を 解 決 し う る
流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 の た め 、 本 発 明 は 、 上 述 の 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 に お い
て 、 前 記 接 続 手 段 が 、 前 記 一 方 の 端 部 手 段 か ら 他 方 の 端 部 手 段 へ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部
材 と 前 記 出 口 部 材 と を 直 線 的 に 結 ぶ 垂 直 で 平 ら な バ ン ド 状 の 領 域 か ら 、 迂 回 す る よ う に 向
か う こ と を 特 徴 と す る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て は 、 接 続 手 段 は 、 一 方 の 端 部 か ら 、 好 ま し く は ど ち ら の 端 部 か
ら で も 、 例 え ば 製 品 用 通 路 の 入 口 の 高 さ に あ る ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 、 例 え ば 製 品 用 通 路
の 出 口 の 高 さ に あ る 出 口 部 材 と を 直 線 で 結 ぶ 垂 直 バ ン ド か ら 迂 回 す る よ う に 進 む 。 こ の よ
う な 構 成 に す る と 、 接 続 手 段 の 長 さ 、 特 に そ の 変 形 可 能 な 部 分 （ 可 撓 性 部 分 ） の 長 さ を 長
く す る こ と が で き る 。 こ の 部 分 が 長 く な る と 、 接 続 手 段 は 、 上 述 の 垂 直 バ ン ド か ら 離 れ て
、 例 え ば 垂 直 バ ン ド と 垂 直 を な す よ う な 部 分 が 生 じ 、 迂 回 す る よ う に な る 。 よ っ て 、 装 置
の 容 積 を 垂 直 方 向 に 押 し 縮 め る よ う な 弊 害 を 生 じ る こ と な く 、 接 続 手 段 を 長 く す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 装 置 を 作 動 す る た め の 垂 直 方 向 の 動 き を 伝 達 し う る １ つ ま た は
複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 。 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 場 合 は 、 こ れ ら の 要 素 は 、 共 働 し て 、
上 記 の 動 き を 伝 達 す る の が 好 ま し い 。 出 口 部 材 は 、 放 出 さ れ る 製 品 の 流 れ を 開 口 の 方 向 へ
向 け る １ つ ま た は 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る の が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記
ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 出 口 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に
気 密 に 連 結 さ れ う る 少 な く と も １ つ の 雄 ま た は 雌 の コ ネ ク タ を 包 含 す る 。 こ の コ ネ ク タ は
、 前 記 バ ン ド 状 の 領 域 を 含 む 垂 直 面 、 す な わ ち ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 お よ び 出 口 部 材 と 交 わ
る 垂 直 面 と 一 定 の 角 度 を な す 方 向 を 向 い て い る 。 し た が っ て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ は 、 よ じ れ

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-505463 A 2006.2.16



る お そ れ な く 、 所 望 の 方 向 を 向 か せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 前 記 垂 直 面 と な す 角 度 は 、 ３ ０ ° よ り も 大 き く 、 概 ね ９ ０ ° で あ る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 接 続 手 段 に お け る 複 数 の 端 部 、 例 え ば 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 両 端 部 の 向 き は 、 接 続 手 段 が 水
平 面 の 特 定 の 部 分 を 通 じ て 、 例 え ば 、 特 定 の 水 平 断 面 を 有 す る 貯 留 槽 に 沿 っ て 進 む よ う に
設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 第 １ の 端 部 手 段 か ら 第 ２ の 端 部 手 段 に 向 か っ て 、 前 記 垂 直 面 の 一 方 の
側 に お い て の み 延 び て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 接 続 手 段 に お け る 少 な く と も 一 方 の 端 部 手 段 は 、 他
方 の 端 部 手 段 か ら 遠 ざ か る 方 向 を 向 く 。 こ の 場 合 、 接 続 手 段 の 長 さ は 、 一 層 長 く な り 、 出
口 部 材 と ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 の 直 線 距 離 が 非 常 に 短 い 場 合 に 、 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 貯 留 槽 の 水 平 断 面 は 、 全 体 と し て 非 円 形 、 例 え
ば 楕 円 形 、 三 角 形 、 矩 形 ま た は 台 形 の 形 状 を な す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 場 合 、 貯 留 槽 の 水 平 断 面 は 、 前 記 垂 直 面 と 交 差 す る 方 向 、 好 ま し く は 概 ね 直 交 す る
方 向 に お い て 、 最 大 の 寸 法 を 有 す る の が 好 ま し い 。 こ の よ う な 形 状 の 貯 留 槽 は 、 掌 で 保 持
す る の が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 剛 質 の キ ャ ッ プ は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 前 記 接 続 手 段 を 、 前 記 放 出 ア セ ン ブ リ を
支 持 す る 貯 留 槽 の 壁 体 と こ の キ ャ ッ プ の 壁 体 と の 間 で 包 囲 す る よ う 、 貯 留 槽 に 取 り 付 け ら
れ て お り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 壁 体 を 通 じ て 、 垂 直 方 向 に 案 内 さ
れ つ つ 移 動 す る プ ッ シ ュ ボ タ ン を 備 え て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 プ ッ シ ュ ボ タ ン は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 外 側 か ら ア ク セ ス し う る 押 圧 面 を 有 し て お り 、
こ の 押 圧 面 は 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン が 休 止 位 置 に あ る と き 、 概 ね 、 キ ャ ッ プ の 外 表 面 と 共 面 を
な す の が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 に す る と 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン を 押 す の に 無 理 が な く 、 ブ
ッ シ ュ ボ タ ン が キ ャ ッ プ か ら 突 出 し て い る 場 合 と 比 べ 、 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 を 誤 っ て 作 動
さ せ る お そ れ を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 中 空 の ポ ン プ ロ ッ ド と 、 こ の ポ ン プ ロ ッ ド お よ び ブ ッ シ ュ
ボ タ ン の 間 に 取 り 付 け ら れ た 、 押 圧 力 伝 達 用 の ロ ッ ド と を 備 え 、 前 記 キ ャ ッ プ と 前 記 貯 留
槽 の 壁 体 と の 間 に は 中 間 壁 が 設 け ら れ 、 前 記 ロ ッ ド は 、 こ の 中 間 壁 を 通 じ て 案 内 さ れ る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 出 口 部 材 は 、 前 記 キ ャ ッ プ に 固 定 さ れ た ノ ズ ル 支 持 体 と 、 こ の ノ ズ ル 支 持 体 に 固 定
さ れ た ス プ レ ー ノ ズ ル と を 備 え て い る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 出 口 部 材 と を 結 ぶ 接 続 手 段 は 、 剛 質 の 程 度 が 非
常 に 小 さ く 、 弾 性 的 に 変 形 し て 曲 が る た め 、 出 口 部 材 に 、 力 や 感 知 し う る よ う な 動 き を 伝
達 す る こ と は な く 、 か つ 限 ら れ た 容 積 の 装 置 内 に も 設 置 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 以 外 の 本 発 明 の 目 的 、 詳 細 、 特 徴 お よ び 効 果 は 、 例 示 の た め の 添 付 図 面 を 参 照 し て
行 う 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か に な る と 思 う 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出
装 置 を 示 す 。 こ の 装 置 １ は 、 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 、 例 え ば 香 水 を 保 管 し 、 か つ 取 り
出 す た め の ア ト マ イ ザ （ 携 帯 噴 霧 装 置 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 製 品 は 、 水 平 方 向 の 断 面 が 概 ね 楕 円 形 （ 図 ３ 参 照 ） の 貯 留 槽 ２ に 収 容 さ れ て い る 。 貯 留
槽 ２ は 、 頂 壁 ４ を 有 し 、 こ の 頂 壁 ４ の 中 央 部 か ら 首 ３ が 突 出 し て い る 。 貯 留 槽 ２ は 、 例 え
ば ガ ラ ス か ら 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 手 で 操 作 さ れ る ポ ン プ ５ は 、 首 ３ に 弾 性 嵌 合 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 ポ ン プ ５ の 構 造 は
、 公 知 で あ り 、 首 ３ に 収 容 さ れ て ポ ン プ 室 を 区 画 す る 本 体 ６ （ 図 ４ に の み 示 す ） と 、 復 帰
手 段 （ 図 示 せ ず ） の 作 用 に 抗 し て ポ ン プ 室 内 で ピ ス ト ン を 駆 動 さ せ る た め に 、 本 体 ６ と 摺
動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 中 空 の ポ ン プ ロ ッ ド ７ と を 備 え て い る 。 こ の 種 の 装 置 に お い て は
、 慣 例 に よ り 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ の 運 動 方 向 （ 図 ４ に お け る 軸 Ｚ の 方 向 ） を 垂 直 方 向 と 呼 ん
で い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ポ ン プ ロ ッ ド ７ は 、 首 ３ か ら 、 そ の 軸 方 向 に 突 出 し て お り 、 ポ ン プ ５ の 作 動 時 、 す な わ
ち ポ ン プ ロ ッ ド ７ が 本 体 ６ の 内 部 ま で 押 し 下 げ ら れ た と き に 放 出 さ れ る 製 品 が 通 過 す る 軸
方 向 の 通 路 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 貯 留 槽 ２ の 上 部 に は 、 ２ つ の 部 品 、 す な わ ち リ ン グ 11と シ ェ ル （ 貝 殻 状 体 ） 12と か ら な
る 剛 質 の キ ャ ッ プ 10が 被 せ ら れ て い る 。 下 方 の リ ン グ 11は 、 貯 留 槽 ２ の 頂 壁 ４ の 周 縁 部 に
嵌 合 し て 固 定 さ れ て い る 。 リ ン グ 11は 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 の よ う な プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 す る こ
と が で き る 。 リ ン グ 11の 上 部 に 装 着 さ れ た 透 明 な シ ェ ル 12は 、 Ｐ Ｃ Ｔ Ａ （ ポ リ 塩 化 テ ル フ
ェ ニ ー ル ） の よ う な プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 さ れ て い る 。 シ ェ ル 12は 、 こ の シ ェ ル 12の 一 部
を な し 、 か つ リ ン グ 11の 内 側 リ ム を 把 持 す る 可 撓 性 の フ ッ ク 13（ 図 ４ 参 照 ） を 介 し て 、 リ
ン グ 11に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 シ ェ ル 12お よ び リ ン グ 11か ら な る キ ャ ッ プ 10は 、 こ の よ う に 組 み 立 て ら れ て い る た め 、
概 ね 連 続 し た 外 表 面 を 有 し 、 全 体 と し て 、 中 空 楕 円 体 の 半 分 、 ま た は 断 面 略 楕 円 形 の シ リ
ン ダ 状 を な し て い る 。 キ ャ ッ プ 10の 下 端 部 は 、 貯 留 槽 ２ の 頂 壁 ４ を 包 囲 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 シ ェ ル 12の 壁 体 の 頂 部 に は 、 垂 直 に 延 び る 周 壁 15と 底 壁 16と を 有 す る 井 戸 型 の く ぼ み 14
が 設 け ら れ て い る 。 く ぼ み 14に は 、 ヘ ッ ド 17と ロ ッ ド 18と か ら な る ブ ッ シ ュ ボ タ ン 19が 収
容 さ れ て い る 。 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 17は 、 周 壁 15に 沿 っ て 摺 動 す る こ と に よ り 、 垂 直
方 向 に 案 内 さ れ る 。 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ロ ッ ド 18は 、 底 壁 16の 中 央 に 設 け ら れ た 開 口 20を 通
過 す る 。 図 ３ に お い て は 、 こ の 開 口 20を 示 す た め 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン 19は 省 略 し て あ る 。 図
３ に 示 す よ う に 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 17は 、 平 面 視 に お い て 、 概 ね 楕 円 形 状 を 有 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 プ ッ シ ュ ボ タ ン 19は 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ を 動 か し う る よ う 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ と 垂 直 方 向 に
整 列 し て 設 置 さ れ 、 か つ 端 部 片 ９ を 介 し て 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ と 連 結 さ れ て い る 。 端 部 片 ９
は 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン の 押 圧 力 を 伝 達 す る と と も に 、 製 品 が ポ ン プ ロ ッ ド ７ を 通 じ て 、 後 述
す る 接 続 手 段 に 向 か っ て 放 出 さ れ る よ う に 案 内 す る 。 プ ッ シ ュ ボ タ ン の ロ ッ ド 18は 、 端 部
片 ９ を 収 容 し う る 中 空 の 下 端 部 21を 有 し て い る 。 端 部 片 ９ の 水 平 断 面 は 、 ロ ッ ド 18の そ れ
よ り も 小 さ い 。 プ ッ シ ュ ボ タ ン 19と 端 部 片 ９ は 、 加 圧 に よ り 嵌 合 さ れ る か 、 ま た は 留 め 金
具 に よ っ て 組 み 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に お い て は 、 端 部 片 ９ と プ ッ シ ュ ボ タ ン 19は 、 単 一 の 部 材 と し て
成 形 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 詳 細 に 示 す 端 部 片 ９ は 、 概 ね 立 方 体 形 状 の 本 体 22と 、 こ の 本 体 22の 側 面 か ら 延 び
る 接 続 ス リ ー ブ 23と を 備 え て い る 。 本 体 22の 底 面 （ 図 ２ に お い て は 隠 れ て い る ） に は 、 ポ
ン プ ロ ッ ド ７ の 端 部 を 収 容 し う る シ リ ン ダ 状 の ス ペ ー ス が 設 け ら れ て い る 。 こ の ス ペ ー ス
は 、 貯 留 槽 内 の 製 品 が 、 中 空 の ポ ン プ ロ ッ ド ７ を 通 じ て 接 続 ス リ ー ブ 23に 到 達 す る よ う に
、 本 体 22の 内 部 を 貫 通 し て 、 接 続 ス リ ー ブ 23の 壁 体 の 端 部 と 通 じ て い る 。 図 １ に 示 す よ う
に 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ロ ッ ド 18に お け る 通 路 の 下 端 部 21は 、 接 続 ス リ ー ブ 23の 通 路 を 装 着
す る た め の 切 欠 き を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 リ ン グ 11の 平 面 視 楕 円 形 を な す 周 面 の 軸 方 向 中 央 部 に は 、 ノ ズ ル 支 持 体 24を 取 り 付 け る
た め の 矩 形 の 開 口 25が 設 け ら れ て い る 。 ノ ズ ル 支 持 体 24は 、 短 い シ リ ン ダ 状 の 本 体 26と 、
こ の 本 体 26の 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 延 び る 、 本 体 26を 固 定 す る た め の 矩 形 フ ラ ン ジ 27と
か ら な っ て い る 。 フ ラ ン ジ 27は 、 開 口 25に 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ノ ズ ル 支 持 体 の 本 体 26の 内 部 に は 、 リ ン グ 11の 壁 体 と 概 ね 直 交 す る 方 向 に 延 び る 環 状 の
チ ャ ン バ が 設 け ら れ て い る 。 こ の チ ャ ン バ の 軸 方 向 に よ り 、 噴 霧 さ れ る 製 品 が 放 出 さ れ る
方 向 が 定 め ら れ る 。 こ の チ ャ ン バ の 中 央 部 か ら は 、 ノ ズ ル 支 持 体 24の 外 側 へ 向 か っ て 、 ペ
グ 28が 突 出 し て い る 。 ペ グ 28に は 、 製 品 を ジ ェ ッ ト 式 に 噴 霧 し う る よ う 、 ス プ レ ー ノ ズ ル
29（ 図 ２ に は 示 し て い な い ） が 固 定 さ れ て い る 。 ノ ズ ル 支 持 体 の 本 体 26の 後 端 に は 、 こ の
本 体 26お よ び ス プ レ ー ノ ズ ル 29の 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 延 び る 接 続 ス リ ー ブ 30が 固 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て 、 開 口 25を 、 ス プ レ ー ノ ズ ル 29だ け を 通 し う る 円 形 の 孔 と
す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 ノ ズ ル 支 持 体 24は 、 リ ン グ 11の 内 側 に 隠 れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 接 続 ス リ ー ブ 23と 30の 各 端 部 に は 、 Ｔ Ｐ Ｘ （ ポ リ メ チ ル ペ ン テ ン ） 等 の プ ラ ス チ ッ ク 製
の 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31が 、 加 圧 し て 嵌 め 込 ま れ 、 接 続 ス リ ー ブ 23と 30に 液 密 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ に は 、 ア ト マ イ ザ １ が 組 み 立 て 状 態 に あ る と き 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ と ス プ レ ー ノ ズ ル
29と を 結 ぶ 直 線 を 含 む 垂 直 面 、 す な わ ち 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ と ス プ レ ー ノ ズ ル 29の 両 方 と 交
わ る 面 を 表 わ す 軸 Ｐ を 示 し て あ る 。 こ の 軸 Ｐ に よ っ て 表 わ さ れ る 垂 直 面 は 、 貯 留 槽 ２ と キ
ャ ッ プ 10の 対 称 面 で も あ る 。 軸 Ｐ は 、 貯 留 槽 ２ と キ ャ ッ プ 10に お け る 楕 円 形 水 平 断 面 の 短
軸 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 接 続 ス リ ー ブ 23と 30は 、 図 ３ に お い て 、 軸 Ｐ を 含 む 面 の 左 側 に 延 び て い る 。 接 続 ス リ ー
ブ 23は 、 軸 Ｐ を 含 む 面 と 概 ね 直 交 す る 方 向 、 す な わ ち 楕 円 形 貯 留 槽 ２ の 長 軸 と 平 行 に 、 水
平 に 延 び て い る 。 接 続 ス リ ー ブ 30は 、 軸 Ｐ を 含 む 面 と 約 ４ ５ ° を な し て お り 、 し た が っ て
、 水 平 面 、 す な わ ち ポ ン プ ロ ッ ド ７ と 直 交 す る 面 か ら も ４ ５ ° 上 方 を 向 い て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31は 、 接 続 ス リ ー ブ 23か ら 始 ま り 、 接 続 ス リ ー ブ 23の 軸 方 向 に 沿 っ て 、
楕 円 形 貯 留 槽 ２ の 長 軸 方 向 に 延 び る 第 １ の 終 端 部 分 31aと 、 こ の 第 １ の 終 端 部 分 31aと 概 ね
直 交 し 、 か つ 楕 円 形 貯 留 槽 ２ の 短 軸 方 向 と 平 行 に 水 平 に 延 び る 中 央 部 分 31bと 、 接 続 ス リ
ー ブ 30の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び 、 接 続 ス リ ー ブ 30の 端 部 で 終 端 す る 第 ２ の 終 端 部 分 31cと を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 つ ぎ に 、 こ の 実 施 形 態 に 係 る ア ト マ イ ザ １ の 作 動 原 理 を 説 明 す る 。 ポ ン プ ロ ッ ド ７ が 、
例 え ば ポ ン プ ５ の 内 部 に あ る 復 帰 手 段 に よ っ て 休 止 位 置 に 保 持 さ れ て い る と き に は 、 ブ ッ
シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 17の 上 面 （ 押 圧 面 ） は 、 キ ャ ッ プ 10が 、 頂 部 に お い て 平 ら な 外 面 を 呈
す る よ う 、 隣 接 す る シ ェ ル 12の 壁 体 と 整 列 し て い る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ に 示 す ア ト マ イ ザ １ に お い て は 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ は こ の 休 止 位 置 に あ る 。 ポ ン プ ５
は 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン 19を 、 く ぼ み 14の 中 へ 垂 直 に 手 で 押 し 下 げ る こ と に よ っ て 作 動 す る 。
ブ ッ シ ュ ボ タ ン の 行 程 の 全 長 は 、 ポ ン プ を フ ル 稼 働 さ せ 、 製 品 を 高 速 で 流 す こ と に よ り 、
ス プ レ ー ノ ズ ル 29に よ っ て 噴 霧 さ せ う る よ う 、 ポ ン プ ５ に お け る ポ ン プ ロ ッ ド ７ の 当 接 位
置 に よ っ て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ア ト マ イ ザ １ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 、 す な わ ち ブ ッ シ ュ ボ タ ン 19、 端 部 片 ９ 、 お よ び ポ
ン プ ロ ッ ド ７ の 三 者 が 、 貯 留 槽 ２ に 向 か っ て 移 動 し て い る 間 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31は 、 弾 性
的 に 変 形 し て 曲 が る 。 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31は 、 剛 質 の 程 度 が 非 常 に 小 さ い た め 、 ノ ズ ル 支 持
体 24に 、 力 や 感 知 し う る よ う な 動 き を 伝 達 す る こ と は な い 。 ポ ン プ ロ ッ ド ７ を 通 過 し て 放
出 さ れ る 製 品 は 、 順 に 、 端 部 端 ９ 、 接 続 ス リ ー ブ 23、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31、 接 続 ス リ ー ブ 30
、 お よ び 本 体 26の 環 状 室 の 内 部 通 路 を 通 過 し 、 ス プ レ ー ノ ズ ル 29を 介 し て 外 部 に 放 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 接 続 ス リ ー ブ 23と 30の 向 き を 変 え る こ と に よ っ て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31が 、 ポ ン プ ロ ッ ド
７ と ノ ズ ル 支 持 体 24の 本 体 26の 入 口 と を 結 ぶ 直 線 よ り も 約 ２ ～ ４ 倍 長 い 経 路 を 進 む よ う に
す る こ と が で き る 。 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31は 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ と ノ ズ ル 支 持 体 24と を 直 線 で 結
ぶ 長 さ し か な い と 、 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 の 動 き を 十 分 正 確 に 捉 え る こ と は で き な い 。 可 撓
性 チ ュ ー ブ 31の 第 １ の 終 端 部 分 31aは 、 接 続 ス リ ー ブ 23か ら 始 ま り 、 ノ ズ ル 支 持 体 24か ら
離 れ て 、 水 平 面 上 に お い て 、 貯 留 槽 ２ が 最 大 の 寸 法 を 有 す る 方 向 、 す な わ ち 楕 円 形 貯 留 槽
２ の 長 軸 の 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 変 形 例 と し て 、 接 続 ス リ ー ブ 23と 30は 、 雄 の コ ネ ク タ と す る こ と も で き る 。 図 示 の
接 続 ス リ ー ブ 23と 30の 向 き は 、 単 な る 例 示 で あ る 。 例 え ば 、 接 続 ス リ ー ブ 23は 、 水 平 の 代
わ り に 、 斜 め 下 方 に 、 か つ 平 面 視 に お い て 、 軸 Ｐ を 含 む 面 か ら ９ ０ ° 以 外 の 角 度 で 進 む よ
う に す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 接 続 ス リ ー ブ 23は 、 平 面 視 に お い て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 31
の 長 さ を 若 干 長 く す る よ う 、 ノ ズ ル 支 持 体 24の 軸 方 向 に 対 し て ３ ０ ～ ９ ０ ° の 角 度 を な す
よ う に す る か 、 こ れ よ り も 長 く す る よ う 、 ノ ズ ル 支 持 体 24の 軸 方 向 に 対 し て １ ２ ０ ～ １ ８
０ ° の 角 度 を な す よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 接 続 ス リ ー ブ 23を 、 ノ ズ ル 支 持 体 24に 対 し て １ ８ ０ ° の 角 度 を な す よ う に 設 置 し た 場 合
、 接 続 ス リ ー ブ 23は 、 軸 Ｐ を 含 む 面 と 平 行 で あ る が 、 軸 Ｐ を 含 む 面 内 に あ っ て 、 ポ ン プ ロ
ッ ド ７ と ス プ レ ー ノ ズ ル 29と を 結 ぶ 垂 直 で 平 ら な バ ン ド 状 の 領 域 Ｂ か ら は 離 れ る 方 向 を 向
く 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 バ ン ド 状 の 領 域 Ｂ は 、 概 ね 、 ポ ン プ ロ ッ ド ７ の 垂 直 軸 と 、 ノ ズ ル
支 持 体 24ま た は ス プ レ ー ノ ズ ル 29と 交 差 す る 垂 直 軸 と に よ っ て 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 接 続 ス リ ー ブ 30の 向 き も 、 水 平 面 か ら の 傾 き 、 お よ び 楕 円 形 貯 留 槽 の 短 軸 か ら
の 傾 き に 関 し て 、 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 外 、 接 続 ス リ ー ブ 30は 、 垂 直 方 向 を 向 く
よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ト マ イ ザ 100を 示 す 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 第 １
の 実 施 形 態 と 同 一 ま た は 類 似 の 構 成 要 素 に は 、 図 １ ～ 図 ３ に お け る 符 号 に 100を 加 え た 符
号 を 付 し て 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 リ ン グ 111は 、 貯 留 槽 102の 首 103を 収 容 し う る よ う 、
中 央 部 に 開 口 41を 有 す る ベ ー ス プ レ ー ト 40の 一 つ の 部 品 と し て 形 成 さ れ て い る 。 ベ ー ス プ
レ ー ト 40は 、 ア ト マ イ ザ 100が 組 立 て ら れ た と き に は 、 貯 留 槽 102の 頂 壁 104を 覆 う こ と と
な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 ベ ー ス プ レ ー ト 40と シ ェ ル 112の 間 に は 、 シ ェ ル 112よ り も 小 型 で 、 全 体 と し て 概 ね 楕 円
形 状 の 隔 壁 42が 設 け ら れ て い る 。 こ の 隔 壁 42は 、 シ ェ ル 112の 内 面 と 概 ね 同 一 の 形 状 と 曲
率 を 有 す る 周 縁 リ ム 43、 お よ び 周 縁 部 が 鈍 角 を な し て リ ム 43に 連 な っ て い る 中 央 壁 44を 備
え て い る 。 中 央 壁 44は 、 シ ェ ル 112と ベ ー ス プ レ ー ト 40の 間 の 中 間 的 な 位 置 に 、 全 体 と し
て 水 平 方 向 に 広 が っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 端 部 片 ９ は 、 隔 壁 42の 中 央 壁 44に 形 成 さ れ た 中 央 の 開 口 を 介 し
て 押 圧 力 を 伝 達 す る ロ ッ ド 109に 置 き 換 え ら れ て い る 。 図 ４ に は 、 ロ ッ ド 109の 内 部 構 造 も
示 し て あ る 。 ロ ッ ド 109は 、 ２ 段 の 円 筒 形 の 孔 を 有 す る 。 径 が 大 き い 孔 に は 、 ポ ン プ ロ ッ
ド 107が 密 接 に 収 容 さ れ 、 ポ ン プ ロ ッ ド 107の 端 部 は 、 段 差 部 分 に 当 接 す る 。 他 方 、 径 が 短
い 孔 は 、 径 が 大 き い 孔 の 側 の 端 部 に お い て 、 壁 体 に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 。 こ の 壁 体 は 、
ポ ン プ ロ ッ ド 107の 端 部 の 開 口 と 対 向 し 、 貯 留 槽 か ら 放 出 さ れ た 製 品 を 収 容 す る チ ャ ン バ 4
5を 区 画 し て い る 。 接 続 ス リ ー ブ 123は 、 ロ ッ ド 109の 下 部 の 径 の 大 き い 孔 か ら 直 角 方 向 に
延 び て お り 、 接 続 ス リ ー ブ 123の 内 部 は 、 チ ャ ン バ 45と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 シ ェ ル 112の 頂 点 に 位 置 す る 井 戸 型 の く ぼ み に は 底 壁 が な い 。 垂 直 な 周 壁 115は 、 シ ェ ル
112の 内 部 に 向 か っ て 突 出 す る 自 由 端 を 有 す る 。 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 117は 、 ロ ッ ド 10
9の 上 端 部 を 収 容 す る た め に 下 面 か ら 突 出 し た 中 央 ス リ ー ブ 47を 備 え る 、 平 面 視 楕 円 形 で
概 ね プ ラ ト ー （ 台 地 ） 状 を な す 付 属 的 構 成 要 素 で あ る 。 中 央 ス リ ー ブ 47の 内 側 に は 、 製 品
の 放 出 ア セ ン ブ リ を 挟 み つ け る こ と に よ っ て 保 持 す る た め 、 ロ ッ ド 109の 端 部 を 径 方 向 に
お い て 弾 性 的 に 把 持 し う る ２ つ の リ ブ （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ は 、 貯 留 槽 ２ の 底 部 ま で 垂 れ 下 が っ た 、 製 品 を ポ ン プ の 本 体 ６ ま で 吸 い 上 げ る た め
の デ ィ ッ プ チ ュ ー ブ ８ を も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 可 撓 性 チ ュ ー ブ 131は 、 第 1の 実 施 形 態 と 同 様 に 配 置 さ れ て い る 。 ア ト マ イ ザ 100の 作 動
様 式 は 、 第 1の 実 施 形 態 に お け る ア ト マ イ ザ １ の そ れ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ア ト マ イ ザ 100は 、 以 下 の よ う に し て 組 み 立 て ら れ る 。 ま ず 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 131を 、 ノ
ズ ル 支 持 体 （ 図 ４ に は 示 し て い な い ） お よ び 接 続 ス リ ー ブ 123と 接 続 す る 。 つ い で 、 ノ ズ
ル 支 持 体 の 爪 を ベ ー ス プ レ ー ト 40に 引 っ 掛 け る こ と に よ っ て リ ン グ 111に 固 定 す る 。 ロ ッ
ド 109の 上 方 端 部 を 、 隔 壁 42の 凹 部 側 か ら 、 中 央 壁 44と 直 交 す る よ う に 貫 通 さ せ る こ と に
よ っ て 、 ロ ッ ド 109を 隔 壁 42に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 中 央 壁 44の 中 央 部 の 開 口 の 周 り に は 、 ポ ン プ を 駆 動 さ せ る べ く 上 下 動 す る ロ ッ ド 109を
案 内 す る シ リ ン ダ 状 の 案 内 壁 48が 、 下 方 に 突 出 し て い る 。 こ の 案 内 壁 48は 、 図 ４ の 右 側 に
お い て 接 続 ス リ ー ブ 123を 挿 入 し う る よ う 、 接 続 ス リ ー ブ 123の 軸 方 向 に 延 び る 通 路 を 有 し
て い る 。 こ の 通 路 の 底 部 に は 、 通 路 の 内 部 に 向 か っ て 突 出 す る ２ つ の 爪 （ 図 示 せ ず ） が 設
け ら れ て い る 。 こ れ ら ２ つ の 爪 は 、 接 続 ス リ ー ブ 123が 挿 入 さ れ る と き に 弾 性 的 に 離 間 し
、 そ の 後 、 ロ ッ ド 109が 隔 壁 42か ら 外 れ る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 つ ぎ に 、 隔 壁 42を 、 弾 性 的 に 嵌 着 し う る タ ブ 49を 介 し て 、 ベ ー ス プ レ ー ト 40に 嵌 め る 。
タ ブ 49は 、 隔 壁 42の リ ブ 43の 縁 部 か ら 垂 直 方 向 に 延 び て い る 。 タ ブ 49は 、 ベ ー ス プ レ ー ト
40の 対 応 す る 切 欠 き に 係 合 し て 、 ベ ー ス プ レ ー ト 40を 把 持 す る 。 こ の 組 立 て 工 程 中 に は 、
隔 壁 42の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 可 撓 性 チ ュ ー ブ 131は 、 例 え ば ポ ン プ 105の 周 り を ３ ／ ４ 周
さ せ る な ど 、 所 望 の 方 向 に 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う な 設 計 の ア ト マ イ ザ は 、 ベ ー ス プ レ ー ト 40、 隔 壁 42、 ノ ズ ル 支 持 体 24、 可 撓 性
チ ュ ー ブ 131、 お よ び ロ ッ ド 109を 、 貯 留 槽 102と は 独 立 に 、 予 め （ す な わ ち 、 別 の 作 業 場
で ） 組 み 立 て て お く こ と が で き る た め 、 有 利 で あ る 。 同 様 に 、 貯 留 槽 102に 、 予 め 組 み 立
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て て お か れ る ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と は 独 立 に 、 ポ ン プ 105を 装 填 す る こ と が で き る 。 こ の
た め 、 残 り の 組 立 て 工 程 を 、 簡 単 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 つ ぎ に 、 ベ ー ス プ レ ー ト 40を 、 貯 留 槽 102の 首 103に 嵌 合 す る こ と に よ っ て 、 ベ ー ス プ レ
ー ト 40と 貯 留 槽 102と を 組 み 立 て る 。 同 時 に 、 ポ ン プ ロ ッ ド 107を ロ ッ ド 109に 係 合 さ せ る
。 ベ ー ス プ レ ー ト 中 央 部 の 開 口 41の 内 部 に は 、 ベ ー ス プ レ ー ト 40を 貯 留 槽 102の 首 103に 強
固 に 取 付 け う る よ う 、 爪 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の ア ト マ イ ザ を 組 み 立 て た 状 態 に お い て は 、 リ ン グ 111は 、 貯 留 槽 102の 周 縁 リ ム 50を
押 圧 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 後 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン 117を 、 ロ ッ ド 109に 取 り 付 け る 。 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 117
を 繰 り 返 し て 押 す と 、 ロ ッ ド 109が 、 ポ ン プ ロ ッ ド 107お よ び ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 117
と 強 固 に 組 み 合 さ れ 、 ポ ン プ 105の 準 備 が 整 う 。 最 後 に 、 シ ェ ル 112を 、 ベ ー ス プ レ ー ト 40
お よ び リ ン グ 111と 組 み 合 わ せ 、 同 時 に 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 117を 、 シ ェ ル 112の 頂
部 に お け る く ぼ み に 係 合 さ せ て 、 組 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 通 常 の ポ ン プ は 、 か な り 短 い ポ ン プ ロ ッ ド を 備 え て い る た め 、 上 述 の ２ つ の 実 施 形 態 に
お い て は 、 ポ ン プ ５ ま た は 105を 作 動 さ せ る た め の ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 ポ ン プ ロ ッ ド
７ ま た は 107の 外 に 、 数 点 の 部 品 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 し か し 、 ポ ン プ ロ ッ ド は 、 上 記 の も の よ り も は る か に 長 く 、 ロ ッ ド 109と 類 似 の 構 造 を
も つ 、 上 記 実 施 形 態 に お け る も の と は 異 な る 設 計 に す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 ア ク チ
ュ エ ー タ 部 材 は 、 上 記 実 施 形 態 よ り も 多 い か 、 ま た は 少 な い 部 品 を 備 え る こ と と な る 。 し
た が っ て 、 上 述 の 組 立 て 工 程 を 採 用 し つ つ も 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド 117と ロ ッ ド 109は
、 単 一 の 部 品 と し て 成 形 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ノ ズ ル 支 持 体 や ス プ レ ー ノ ズ ル の よ う な 出 口 部 材 は 、 本 発 明 に 係 る 装 置 の ど の よ う な 箇
所 に も 、 す な わ ち 垂 直 方 向 に お い て 、 ポ ン プ の 上 部 、 下 部 、 ま た は 同 位 置 に 、 ま た 貯 留 槽
周 縁 部 の ど の 位 置 に も 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 貯 留 槽 を 加 圧 式 の も の と し 、 そ の 取 り 出 し バ ル ブ を も っ て 、 ポ ン プ と 置 き 換 え
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 特 定 の 実 施 形 態 と の 関 連 に お い て 説 明 し て き た が 、 当 然 の こ と な が ら 、
本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 各 手 段 と 技 術 的
に 均 等 で 、 本 発 明 の 要 旨 に 含 ま れ る も の 、 お よ び こ れ ら の 組 合 せ を 包 含 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 装 置 に お け る 可 撓 性 チ ュ ー ブ と ノ ズ ル 支 持 体 の 端 部 同 士 の 嵌 合 の 態 様 を 示
す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ を 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装
置 の 平 面 図 と し た 場 合 の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
１ 　 ア ト マ イ ザ
２ 　 貯 留 槽
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５ 　 ポ ン プ
７ 　 ポ ン プ ロ ッ ド
９ 　 端 部 片
10　 キ ャ ッ プ
11　 リ ン グ
12　 シ ェ ル
13　 フ ッ ク
14　 く ぼ み
17　 ヘ ッ ド
18　 ロ ッ ド
19　 ブ ッ シ ュ ボ タ ン
20　 開 口
23　 接 続 ス リ ー ブ
24　 ノ ズ ル 支 持 体
25　 開 口
27　 フ ラ ン ジ
28　 ペ グ
29　 ス プ レ ー ノ ズ ル
30　 接 続 ス リ ー ブ
31　 可 撓 性 チ ュ ー ブ
40　 ベ ー ス プ レ ー ト
42　 隔 壁
45　 チ ャ ン バ
48　 案 内 壁
49　 タ ブ
100　 ア ト マ イ ザ
102　 貯 留 槽
105　 ポ ン プ
107　 ポ ン プ ロ ッ ド
109　 ロ ッ ド
111　 リ ン グ
112　 シ ェ ル
117　 プ ッ シ ュ ボ タ ン の ヘ ッ ド
123　 接 続 ス リ ー ブ
131　 可 撓 性 チ ュ ー ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 6日 (2004.12.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 貯 留 槽 (２ )(102)と 、 こ の 貯 留 槽 か ら 延 出 し て い る ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 (７ )(９ )(19)(10
7)(109)(117)を 備 え 、 か つ 貯 留 槽 の 壁 体 (４ )(104)上 に 支 持 さ れ た 放 出 ア セ ン ブ リ (５ )(10
5)と 、 接 続 手 段 (23)(31)(30)(123)(131)と を 具 備 す る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼
放 出 装 置 (１ )(101)で あ っ て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 前 記 貯 留 槽 か ら 所 定 量 の 製 品
を 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 内 の 通 路 (45)を 通 じ て 放 出 さ せ る た め に 垂 直 な 作 動 方 向 (Ｚ
方 向 )に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 に 接 続 さ れ た
第 １ の 端 部 手 段 (23)と 、 出 口 部 材 (24)(29)に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 部 手 段 (30)と を 備 え 、 か
つ 前 記 所 定 量 の 製 品 を 、 前 記 出 口 部 材 に 大 き な 力 を 伝 達 す る こ と な く 、 こ の 出 口 部 材 ま で
導 く よ う 、 少 な く と も こ れ ら ２ つ の 端 部 手 段 の 間 の 部 分 で 変 形 す る こ と が で き 、 こ の 出 口
部 材 は 、 前 記 貯 留 槽 に 固 着 さ れ 、 前 記 所 定 量 の 製 品 を 放 出 し う る 開 口 を 有 す る よ う に な っ
て い る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製 品 の 保 管 兼 放 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材
(７ )(９ )(19)(107)(109)(117)と 前 記 出 口 部 材 (24)(29)と を 直 線 的 に 結 ぶ 垂 直 で 平 ら な バ
ン ド 状 の 領 域 (Ｂ )か ら 、 迂 回 す る よ う に 向 か う こ と を 特 徴 と す る 流 動 性 ま た は 半 流 動 性 製
品 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ (31)(131)か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 (７ )(107)と 出 口 部 材 (24)(29)の 少 な く と も
一 方 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 気 密 に 連 結 さ れ う る 少 な く と も １ つ の 雄 ま た
は 雌 の コ ネ ク タ (23)(30)を 含 み 、 こ の コ ネ ク タ は 、 前 記 バ ン ド 状 の 領 域 (Ｂ )を 含 む 垂 直 面
(Ｐ )と 一 定 の 角 度 を な す 方 向 を 向 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 前 記 垂 直 面 (Ｐ )と な す 角 度 は 、 ３ ０ ° よ り も 大 き く 、 概 ね ９ ０ ° で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 接 続 手 段 は 、 第 １ の 端 部 手 段 か ら 第 ２ の 端 部 手 段 に 向 か っ て 、 前 記 垂 直 面 (Ｐ )の 一
方 の 側 に お い て の み 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼
放 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 続 手 段 に お け る 少 な く と も 一 方 の 端 部 手 段 (23)は 、 他 方 の 端 部 手 段 (30)か ら 遠 ざ
か る 方 向 を 向 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 貯 留 槽 (２ )(102)の 水 平 断 面 は 、 全 体 と し て 非 円 形 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 貯 留 槽 (２ )(102)の 水 平 断 面 は 、 前 記 垂 直 面 (Ｐ )と 概 ね 直 交 す る 方 向 に お い て 最 大
の 寸 法 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 剛 質 の キ ャ ッ プ (10)(11)(12)(111)(112)が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 と 前 記 接 続 手 段 を
、 前 記 放 出 ア セ ン ブ リ (５ )(105)を 支 持 す る 貯 留 槽 の 壁 体 (４ )(104)と こ の キ ャ ッ プ の 壁 体
(12)(112)と の 間 で 包 囲 す る よ う 、 貯 留 槽 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部
材 (７ )(107)は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 壁 体 (12)(112)を 通 じ て 垂 直 方 向 に 案 内 さ れ つ つ 移 動 す る
プ ッ シ ュ ボ タ ン (17)(117)を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載
の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 プ ッ シ ュ ボ タ ン (17)(117)は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 外 側 か ら ア ク セ ス し う る 押 圧 面 を 有
し 、 こ の 押 圧 面 は 、 ブ ッ シ ュ ボ タ ン が 休 止 位 置 に あ る と き 、 概 ね 、 キ ャ ッ プ の 外 表 面 と 共
面 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 部 材 は 、 中 空 の ポ ン プ 棒 (107)と 、 こ の ポ ン プ 棒 (107)お よ び ブ ッ シ
ュ ボ タ ン (117)の 間 に 取 り 付 け ら れ た 、 押 圧 力 伝 達 用 の ロ ッ ド (109)と を 備 え 、 前 記 キ ャ ッ
プ (112)と 前 記 貯 留 槽 の 壁 体 (104)と の 間 に は 中 間 壁 (44)が 設 け ら れ 、 前 記 ロ ッ ド (109)は
、 こ の 中 間 壁 (44)を 通 じ て 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ 記 載 の 保 管 兼
放 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 出 口 部 材 は 、 前 記 キ ャ ッ プ (11)(111)に 固 定 さ れ た ノ ズ ル 支 持 体 (24)と 、 こ の ノ ズ
ル 支 持 体 (24)に 固 定 さ れ た ス プ レ ー ノ ズ ル (29)と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 保 管 兼 放 出 装 置 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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